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上
昇
気
り
ゅ
う
に
乗
っ
て
！
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お

祝
い
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
運

営
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
５
類
感
染
症

に
移
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
「
会
津
田
島
祇
園
祭
」
を
は
じ
め

様
々
な
行
事
が
、
コ
ロ
ナ
前
の
規
模
で
開
催
さ
れ
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
笑
顔
と
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
出
身
の
阿
久
津
こ
は
る
さ
ん
が
レ
ス
リ
ン
グ
の

世
界
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の
多
様

な
分
野
で
の
皆
さ
ま
の
活
躍
は
、
全
て
の
町
民
に
活
力
と
元
気

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
混
沌
と
す
る
世
界
情
勢
が
、
私
た
ち
の
生
活
に
暗

い
影
を
落
と
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
奇
襲
に
対

し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
へ
の
報
復
攻

撃
を
行
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
今
な
お
続
く
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の
尊
い
命
が
犠

牲
と
な
り
、
我
々
の
平
穏
な
日
常
が
い
か
に
幸
せ
な
こ
と
か
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
不
透
明
な
国
際
情
勢
を
発
端
と
し
た
原
油
や
原
材

南
会
津
町
長

南
会
津
町
長

　

渡

　

渡  

部部  

正正  

義義
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料
価
格
の
高
騰
に
、
歴
史
的
な
円
安
も
相
ま
っ
て
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
値
上
が
り
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境

に
立
た
さ
れ
た
皆
さ
ま
や
事
業
者
の
方
々
を
さ
ら
な
る
窮
地
に

追
い
込
み
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
町
と
し
て
は
、
全
町
民
を
対
象
と
し
た
商
品
券

の
交
付
事
業
や
、
原
油
価
格
お
よ
び
光
熱
費
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
中
小
企
業
や
農
業
者
等
を
中
心
に
、
支
援
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
町
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
4
月
よ
り
第
３
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
計
画
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
し
て
、
町
民
と
行
政
が
共
に
目
指
す
将
来
像
を
描
き
、
そ

の
実
現
に
向
け
た
目
標
の
柱
や
施
策
を
定
め
た
8
年
間
の
計
画

で
す
。

　

8
年
後
の
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
将
来
像
を
「
自
然
と
人
が

笑
顔
を
育
む
ま
ち
～
と
も
に
生
き
る
み
ん
な
の
ふ
る
さ
と
～
」

と
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
5
つ
の
目
標
の
柱
を
基
本

構
想
と
し
て
定
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
基
本
構
想
の
下
に
、
基

本
計
画
と
し
て
19
の
施
策
を
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

計
画
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
で
、
南
会
津
町
に
関
わ

り
の
あ
る
方
々
が
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
活
躍
し
、
一
人
ひ

と
り
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
将

来
像
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
想
定
よ
り
早
く
進
ん
で
い
る
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

結
婚
支
援
や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
、
関
係
人
口
・
交
流
人
口

の
創
出
を
柱
に
据
え
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

本
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
た
め
、

国
の
無
償
化
の
対
象
と
な
ら
な
い
３
歳
未
満
児
の
保
育
所
等
の

入
園
・
入
所
に
か
か
る
保
育
料
の
助
成
を
行
う
こ
と
で
、
子
育

て
世
帯
の
負
担
軽
減
や
両
親
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
結
婚
支
援
に
お
い
て
は
、
従
来
取
り
組
ん
で
き
た
施

策
に
加
え
、
今
年
度
よ
り
町
独
自
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
多
角
的
な
結
婚
支
援
を
続
け
る
こ
と
で
、

結
婚
を
望
む
方
々
の
後
押
し
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
創
出
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
企
業
研
修
の
誘
致
を
推
進
す
る
ほ
か
、
新
た

に
星
空
誘
客
事
業
を
魅
力
再
認
識
か
ら
宿
泊
型
の
観
光
誘
客
に

変
革
さ
せ
る
取
り
組
み
に
加
え
、
山
村
留
学
の
長
期
留
学
制
度

の
移
行
に
向
け
た
協
議
お
よ
び
調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
公
共
施
設
の
効
率
的
な
運
営
と
し
て
、
旧

伊
南
小
学
校
跡
地
を
活
用
し
た
古
町
の
大
イ
チ
ョ
ウ
を
シ
ン
ボ

ル
と
す
る
公
園
を
整
備
す
る
ほ
か
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運

行
拡
大
、
ド
ロ
ー
ン
開
発
拠
点
と
し
て
の
企
業
誘
致
な
ど
、
山

積
す
る
課
題
解
決
に
向
け
着
実
な
事
業
進
展
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
年
を
次
世
代
に
繋
げ
る
町
勢
発
展
の
新
た
な
幕

開
け
の
年
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
誇
れ
る
よ
う
な
一
年
に

す
べ
く
、
町
政
運
営
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
政
進
展
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
町
の
一
員
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
平
穏
で
喜
び
に
満
ち
、
笑
顔

が
輝
く
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、

健
康
で
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
一
年
、
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

七ケ岳からの朝日
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12
月
10
日
、
田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞

伎
の
第
11
回
特
別
舞
台
公
演
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
9
月
初
め
頃
か
ら
稽
古

に
取
り
組
ん
で
き
た
田
島
小
学
校
3
年

生
が
、
田
島
地
区
に
あ
る
鴫
山
城
を
舞

台
に
、
長
沼
家
と
伊
達
家
を
描
い
た
物

語
「
時
津
風
日
乃
出
松
～
鴫
山
城
内
の

場
～
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
歌
舞
伎
保
存
会
の
小
学

4
年
生
か
ら
中
学
2
年
生
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
、
赤
穂
浪
士
の
仇
討
を
脚
色

し
た
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
七
段
目
～
祇

園
一
力
茶
屋
の
場
～
」
を
上
演
。

　

そ
し
て
、
第
３
部
は
同
保
存
会
の
小

学
5
年
生
の
義
太
夫
と
中
学
２
年
生
か

ら
大
人
の
役
者
た
ち
に
よ
る
、
明
智
光

秀
が
謀
反
を
起
こ
し
自
刃
す
る
ま
で
を

描
い
た
「
絵
本
太
功
記
十
段
目
～
尼
ヶ

崎
庵
室
の
場
～
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

　

艶
や
か
な
着
物
を
ま
と
っ
た
役
者
た

ち
が
、
義
太
夫
節
や
ツ
ケ
に
合
わ
せ
、

本
格
的
な
見
得
を
披
露
。
訪
れ
た
観
客

た
ち
か
ら
は
、
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎
は
、
江
戸

時
代
末
期
か
ら
明
治
の
初
め
頃
ま
で
子

ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
明
治
6
年
に
制
定
さ

れ
た
学
制
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
上
演
は
一
旦
途
絶
え
ま
し
た
。

　

平
成
4
年
か
ら
、
子
ど
も
歌
舞
伎
を

復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま

り
、
町
民
有
志
に
よ
り
「
田
島
祇
園
祭

屋
台
歌
舞
伎
保
存
会
」
が
設
立
さ
れ
、

平
成
6
年
か
ら
子
ど
も
歌
舞
伎
の
上
演

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
か
ら
30
年
が
経
過
し
た
現
在
も

地
元
を
舞
台
と
し
た
演
目
を
大
切
に
上

演
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
か
ら
は
、
田
島
小

学
校
3
年
生
を
対
象
に
プ
ロ
を
指
導
者

に
招
き
、
歌
舞
伎
体
験
を
す
る
取
り
組

み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年

か
ら
は
、特
別
舞
台
公
演
と
銘
を
打
ち
、

子
ど
も
た
ち
の
発
表
の
舞
台
と
し
て
本

公
演
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎  

特
別
舞
台
公
演

第
十
一
回

田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎
保
存
会　

　
　
　
　
　

と
伝
統
継
承
の
た
め
に
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特集 田島祇園祭屋台歌舞伎　特別舞台公演

　

第
一
部  

時
津
風
日
乃
出
松  

～
鴫
山
城
内
の
場
～

第
一
部

➊戦の勝利を喜ぶ鴫山城主長沼盛秀と家臣たち　　➋宴の準備をする腰元たち
❸和睦を持ちかける伊達家家臣の片倉小十郎と佐馬之助
❹芸を披露する長沼家家臣と腰元　　❺鳴物を担当した子どもたち
❻父の切腹を目にした一若　　❼❽義太夫節を披露した子どもたち　
➒隼人之助の死を弔う一同　　❿⓫⓬舞を披露する伊達家家臣たち
⓭見事な掛け合いを披露した長沼家家臣と腰元たち
⓮舞台上演には欠かせない黒子、狂言方、ツケ打ちを務めた子どもたち

➊

➋

➌➍➎

➏➐➑

➒

➓⓫⓬

⓭

⓮
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第
一
部  

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
七
段
目

第
二
部

　

第
一
部  
絵
本
太
功
記
十
段
目  

～
尼
ヶ
崎
庵
室
の
場
～

第
三
部

 

～
祇
園
一
力

　

  

茶
屋
の
場
～

➊遊び惚ける大星由良之助とそれをを咎める赤穂浪士
➋一芸を披露する仲居たち　　❸妹 ・おかるを切り由良
之助に忠誠を尽くそうとする寺岡平右衛門　　❹父 ・由
良之助に密書を届ける大星力弥　　❺密書を盗み見よう
とする斧九太夫　❻動きに合わせツケを入れるツケ打ち
❼裏切った斧九太夫を捉える寺岡平右衛門

➊➋➌

➍➎➏

➊義太夫を務めた児童　　➋十次郎（明智光秀の息子）の出立
を見送る母・操と許嫁・初菊　　❸誤って母 ・皐月をさしてし
まった武智光秀（明智光秀）　　❹許嫁・初菊の制止を振り切り、
戦へ出陣する武智光義　　❺真柴久吉（豊臣秀吉）の家臣 ・佐
藤正清　　❻武智光秀に戦を持ちかける真柴久吉

➐

➊ ➋

➌

➍ ➎

➏
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特集 田島祇園祭屋台歌舞伎　特別舞台公演

　今後も会津田島祇園祭での屋台歌舞伎の保存、 伝承のために、 来年度に向けた新メンバーを募集していま

す。 参加は無料で、 年齢、 経験、 住所地などは問いません。 また、 単年度の参加も可能ですので、 お気軽

にお問い合わせください。 なお、 御蔵入交流館で１月31日まで写真展開催中です。

　　　【 稽古について 】

　　　　祇園祭に向け５月から稽古開始

　　　　回　数　 週１回程度　　　　　　　　　　曜　日　 応相談

　　　　時　間　 午後７時～８時半まで　　　 場　所　 御蔵入交流館

　　　【 問合せ 】　生涯学習課　芸術文化係　電話　0241-62-6311

　

第
二
部　

大
星
由
良
之
助
役

柳
沼  

紀の
り
ゆ
き之  

さ
ん

　３年生の時の総合的な学習の時間で体験した舞台歌舞伎で、大きな声を出

して演じ、お客さんに大きな拍手をいただいたことが嬉しくて保存会でも活動を

続けています。

　今回の公演では、第２部で大星由良之助を演じました。長いセリフが多く大

変でしたが、稽古をつけてくれる先生方や、小道具などを準備してくれる方、

着付けや化粧をしてくれる方々のおかげで無事に演じきることができました。

田島祇園祭屋台歌舞伎保存会の新メンバーを募集！

田島祇園祭屋台歌舞伎保存会のメンバー紹介

第
三
部　

操
役河

原
田  

慎
ま
こ
と  

さ
ん

　全く違う自分に変身することができることに魅力を感じ、小学校６年生から、

保存会での活動を続けています。現在は、子どもたちへの指導に携わるとと

もに、役者としても舞台に立ち、今年は初めての女形にも挑戦しました。

　保存会では、全員で感動をしてもらえるような舞台をつくることを目標に、

楽しく一丸となって活動しています。本物の衣装をまとった子どもたちが大人顔

負けの演技でお客様を魅了する姿は何度見ても感動します。

　

当
保
存
会
は
、
平
成
４
年
に
発
足
し
て
か
ら
昨
年

で
30
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
発
足
当
時
の
会
長
を
務

め
て
お
り
ま
し
た
の
が
、
私
の
父
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
後
も
、
馬
場
俊
吉
先
生
が
会
長
を
務
め
ら
れ
、

毎
年
田
島
祇
園
祭
で
屋
台
歌
舞
伎
を
上
演
し
、
外
部

公
演
も
多
数
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
に
は
、
後
継
者
や
指
導
者
育
成
を
目
標

に
、
大
人
の
部
門
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
い

始
め
た
最
近
で
も
、
対
策
を
講
じ
な
が
ら
何
と
か
活

動
を
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
、稽
古
を
つ
け
て
く
だ
さ
る
先
生
方
、

送
り
迎
え
や
化
粧
、
着
付
け
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
保
護
者
の
皆
さ
ま
、
地
元
の
伝
統
芸
能
の

継
承
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
は
、
田
島
小
学
校
以
外
の
町
立
小
学
校
へ
も

歌
舞
伎
体
験
教
室
に
出
向
く
等
、
少
し
で
も
地
元
の

歌
舞
伎
と
い
う
宝
物
の
魅
力
を
広
め
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
当
然
、
経
験
の
有
無
、
住
所
地
等
を
問
わ

ず
、
ど
な
た
で
も
こ
の
屋
台
歌
舞
伎
保
存
会
の
活
動

に
参
加
出
来
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

会長　猪股 純
じゅんいち

一 さん
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　「令和６年度の町県民税申告」と「令和５年分の確定申告」の申告相談が始まります。 
　申告は、保育料や介護保険料などの算定、国民健康保険税の軽減判定などの算定基礎や、所得証明書などの
発行に関わる大切な手続きです。期限内に忘れずに申告をお願いします。 申告にあたり、給付金や助成金など
の課税・非課税状況にご注意ください。事業に関わる助成金などは、課税対象となります。
　なお、今回の申告では、田島地域において送迎ワゴン車の運行は実施いたしませんので、来場の際はデマン
ドタクシー等をご利用ください。

【相談会場】
地　域 会　場 地　域 会　場

田島地域 町役場本庁舎１階  多目的ホール 伊南地域 伊南総合支所１階  会議室
舘岩地域 舘岩総合支所１階  事務室 南郷地域 南郷総合支所１階  会議室

【相談日程】　　　　　　　　　　　  　　※ ●は「行政区ごとの指定日に申告できない方（同地域のみ）」を対象とします。
相談日 田島地域 舘岩地域 伊南地域 南郷地域

２月16日（金） 滝原 ・羽塩 福渡 ・松戸原 上町 東 ・中小屋

２月19日（月） 古今 ・糸沢 戸中 ・押戸 ・吉高
貝原 ・角生下 下町 上山口 ・中山口

２月20日（火） 関本 小高林 ・上ノ原 ・助木生 道城 下山口
２月21日（水） 藤生 ● ● 大新田 ・大橋
２月22日（木） 川島 川衣 ・木賊 多々石 木伏 ・水根沢 ①
２月26日（月） 中荒井 たのせ ・穴原 ・前沢 白沢 木伏 ・水根沢 ②
２月27日（火） 高野 塩ノ原 小塩 台板橋
２月28日（水） 下塩江 ・上塩江 ● ● 鴇巣 ①
２月29日（木） 福米沢 ・金井沢 水引 青柳 鴇巣 ②
３月１日（金） 大豆渡 ・黒沢 湯ノ花 ・角生上 宮沢 宮床
３月３日（日） ● ● ● ●
３月４日（月） 針生 熨斗戸 ・伊与戸 ・新田原 浜野 界
３月５日（火） 栗生沢 ・小出原 ● ● 虻の宮 ・小野島
３月６日（水） 水無 ・田部 森戸 内川 ・耻風 片貝 ・富山
３月７日（木） 田部原１ ・２ 井桁 大原 ・小立岩 下山
３月８日（金） 長野 八総 大桃 乙沢
３月10日（日） ●
３月11日（月） 永田 ・今生 ● ● 上平 ・上町
３月12日（火） 宮本 ・横町 ・折橋 ・丹藤 精舎 ・番屋 ● 谷地 ・福田
３月13日（水） 新町 ・西町 ・上町 ・松下 岩下 ● ●
３月14日（木） 後原・大町 ・上中町 高杖原 ・会津高原 ● ●
３月15日（金） 中町 ・本町 ・東町 ● ● ●

申 告 相 談
始まります始まります

2月16日（金）  ▶  3月15日（金）

　❶ 午前９時～正午　　  （受付終了：午前11時30分）
　❷ 午後１時～午後４時  （受付終了：午後 ３ 時30分）
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役場からのお知らせ

●所得税の還付を受ける方は、フローチャート
　にかかわらず、確定申告が必要です。
●令和６年１月１日時点で町外にお住まいの方
　は、お住まいの市区町村にご相談ください。

申告フローチャート ■ 主に年金収入のみの方

年金収入が400万円を超える

年金以外にも所得がある

申告申告
不要不要

町県民税町県民税
申告申告

町県民税町県民税
申告申告

年金以外の所得が
20万円を超える

確定確定
申告申告

はい いいえ

控除に追加や
変更がある

確定確定
申告申告

はい いいえ

はい はい いいえいいえ

■ 給与・年金収入以外の所得のみの方

所得税が課税されていない

確定確定
申告申告 いいえ町県民税町県民税

申告申告はい

■ 収入なしまたは非課税収入のみの方

町内在住の方の扶養になっている

いいえはい 申告申告
不要不要

町県民税町県民税
申告申告

■ 主に給与収入のみの方

次の項目のいずれかに当てはまる　
　　　・年末調整の内容に変更がある
　　　・年末調整が済んでいない　　
　　　・医療費控除を受けたい　　　
　　　・２カ所以上から給与を受けた

給与収入以外の所得が20万円を超える

いいえはい 町県民税町県民税
申告申告

確定確定
申告申告

給与収入以外にも所得がある

はい 申告申告
不要不要 いいえ

給与収入が2,000万円を超える

はい いいえ確定確定
申告申告

はい 確定確定
申告申告

町県民税町県民税
申告申告または いいえ

申告相談に必要なもの

  ❶ 町または税務署から郵送された申告関係書類
  ❷ マイナンバーカードまたは番号確認書類（通知カードなど）
  ❸ 身分証明書（運転免許証など）
  ❹ 源泉徴収票（給与所得、年金所得がある方）
  ❺ 収支内訳書（営業、農業、不動産などの事業所得がある方）
  ❻ 各種控除証明書（生命保険料、地震保険料、社会保険料など）
  ❼ 医療費控除の明細書（医療費控除を受ける方のみ）
  ❽ 預金通帳など（還付金の振込口座が確認できるもの）
  ➒ 印鑑（口座振替で所得税を納税される方は金融機関の届出印）

　【申告相談問合せ】
　　税務課  町税係  電話  0241-62-6110
　　舘岩総合支所  町民課  住民係
　　　　　　　　　電話  0241-78-3345
　　伊南総合支所  町民課  住民係
　　　　　　　　　電話  0241-76-7712
　　南郷総合支所  町民課  住民係
　　　　　　　　　電話  0241-72-2224
　【デマンドタクシーの予約】
　　　　  田島地域  電話  0241-62-5052
　　　　  舘岩地域  電話  0241-78-2017
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田
島
税
務
署
か
ら

田
島
税
務
署
か
ら

  　
　

確
定
申
告
に
関
す
る
お
願
い

　
　

確
定
申
告
に
関
す
る
お
願
い
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田
島
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
会
場

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。
会
場
の

混
雑
緩
和
の
た
め
、
当
日
は
整
理
券
を

配
付
し
ま
す
。
配
付
状
況
に
応
じ
、
後

日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、

国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
整

理
券
の
事
前
発
行
が
で
き
ま
す
。

【
開
設
場
所
】

　

田
島
税
務
署
１
階　

会
議
室

【
開
設
期
間
・
時
間
】

　

２
月
16
日
（
金
）
～
３
月
15
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

【
注
意
事
項
】

　

原
則
、ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

ダ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
、
申
告
書
を

作
成
・
送
信
し
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
カ

ー
ド
お
よ
び
暗
証
番
号
を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

　

令
和
５
年
分
申
告
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
の
納
付
期
限

は
3
月
15
日
（
金
）、
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
は
４
月

１
日
（
月
）
で
す
。

　

納
税
に
は
、
便
利
な
振
替
納
税
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
に
は
納
付
期

限
ま
で
に
田
島
税
務
署
ま
た
は
、
金
融

機
関
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
振
替
日
は
、
申
告
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
は
4
月
23
日

（
火
）、消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個

人
事
業
者
）
4
月
30
日
（
火
）
で
す
。

　【問合せ】
　　田島税務署
　　　　　　電話  0241-62-1230

電話による申告相談

　　確定申告に関する相談は電話
　相談センタ－でお答えします。
　音声案内に従い「０」番を税務
　署にご用の方は「２」番を選択
　してください。

国税庁LINE
アカウント

  

町
税
務
課
か
ら
申
告
相
談
に

町
税
務
課
か
ら
申
告
相
談
に

  　
　
　
　

関
す
る
大
切
な
お
願
い

　
　
　
　

関
す
る
大
切
な
お
願
い
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申
告
相
談
期
間
の
午
前
中
は
、
会
場

が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
ご
都
合
の
つ
く

方
は
、
午
後
に
時
間
を
ず
ら
し
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
に
必
要
な
書
類
（
特
に

事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
や
医
療
費
控

除
の
明
細
書
）
を
あ
ら
か
じ
め
整
理
す

る
な
ど
、
相
談
時
間
の
短
縮
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
手
軽
に
】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書
を

作
成
し
、
電
子
申
告
（e-Tax

）
を
通

し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
作
成
し
た
申
告
書
を
印
刷
の
上
、

郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
電
子
申
告
（e-Tax

）
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
が
必
要
で
す
。
未
取
得
の
方
で

も
、
税
務
署
か
ら
発
行
さ
れ
る
専
用

の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、

田
島
税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
田
島
税
務
署

会
場
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

❶
株
式
や
土
地
な
ど
の
譲
渡
所
得
あ
る

　

い
は
配
当
所
得
が
あ
る
方

❷
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
方

❸
青
色
申
告
対
象
の
方

❹
準
確
定
申
告
（
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

　

申
告
）
を
さ
れ
る
方

【問合せ】　税務課  町税係　電話  0241-62-6110
　　　　　　　 田島税務署　　  電話  0241-62-1230

その他

　　ご自宅で申告ができる
　「電子申告 (e-Tax）」など
　便利なシステムを、ぜひ
　ご利用ください。

電子申告
（e-Tax）

確定申告書
作成コーナー
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役場からのお知らせ

  

令
和
５
年
度
教
育
委
員
会
表
彰

令
和
５
年
度
教
育
委
員
会
表
彰

  　
　
　
　

内
申
を
受
け
付
け
ま
す

　
　
　
　

内
申
を
受
け
付
け
ま
す
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町
で
は
、
芸
術
文
化
の
向
上
お
よ
び

教
育
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方

や
団
体
を
表
彰
す
る
た
め
、
令
和
５
年

度
教
育
委
員
会
表
彰
の
内
申
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

❶
町
民
の
方

❷
町
内
に
在
籍
す
る
団
体

❸
町
内
の
教
育
機
関
に
従
事
す
る
方

【
内
申
締
切
】

　

１
月
31
日
（
水
）

※
期
限
内
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、

　

次
年
度
に
内
申
し
て
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
内
容
】

❶
功
労
・
功
績
表
彰

　

町
内
の
教
育
機
関
や
各
種
団
体
に

　

従
事
す
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
在

　

職
年
数
に
応
じ
て
表
彰
す
る
も
の

❷
奨
励
賞

　

左
表
の
と
お
り
表
彰
す
る
も
の　　 【申込み・問合せ】

学校教育課  学校係　電話  0241-62-6300

奨励賞

区　分

大会規模

県　内 東　北 全　国

スポーツ 優　勝 ３位以内 ８位以内

芸術文化 最上位 ３位以内 ５位以内

※令和５年２月から令和６年１月までの成績が対象

  

南
会
津
町
奨
学
資
金
制
度

南
会
津
町
奨
学
資
金
制
度

  　

学
生
の「
学
び
」
を
支
援
し
ま
す

　

学
生
の「
学
び
」
を
支
援
し
ま
す
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　　 【申込み・問合せ】
学校教育課  学校係　電話  0241-62-6300
教育委員会  分室　　電話  0241-76-7718

学校種別 奨学資金

 高等学校（国公立）
 ※申請に応じ、金額（右記）を決定

１万７千円（月額）
３万円（月額）

 高等学校（私立） ３万２千円（月額）
 高等専門学校 ２万２千円（月額）
 短期大学 ・大学 ・大学院（国公立） ３万７千円（月額）
 短期大学 ・大学 ・大学院（私立） ４万２千円（月額）
 専門学校など（修業２年以上） ３万２千円（月額）
 看護師養成に関わる学校 60万円（年額）

その他

　　募集案内や申請書類は、役場担当
　窓口に備えてあります。郵送もでき
　ますので、お気軽にお問い合わせ
　ください。
　　右記からも申請書類を入手する
　ことができます。

ダウンロード
はコチラから

　

町
で
は
、
教
育
の
機
会
均
等
を
目
的

と
し
て
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
修
学
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
を
対
象

に
、
奨
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
期
限
内
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

❶
町
出
身
の
学
生
で
あ
る
こ
と

❷
保
護
者
が
町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

❸
品
行
正
し
く
、
学
術
に
優
れ
て
い
る

　

こ
と

❹
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
修
学
が
困
難

　

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

【
申
請
期
間
】

　

１
月
15
日
（
月
）
～
2
月
16
日
（
金
）



122024.1 広報みなみあいづ

役場からのお知らせ

学　区 クラブ名称 活動場所 定　員 電話番号

  田島小学校   あたごっ子クラブ   第３校舎１階専用教室 60 人 0241-62-0189

  田島第二小学校   GOGO キッズクラブ   学校敷地内専用施設 25 人 0241-62-7155

  桧沢小学校   ひのきやまびこクラブ   桧沢公民館 25 人 0241-62-0724

  荒海小学校   げんきっ子クラブ   校舎３階専用教室 25 人 0241-66-2688

  舘岩小学校   舘岩放課後児童クラブ   舘岩保健センター 20 人 080-5743-7609

  伊南小学校   スマイルクラブ   伊南保育所内専用教室 20 人 0241-76-2123

  南郷小学校   南郷放課後児童クラブ   旧山口保育所 20 人 0241-72-2409

保育内容 開所日 開所時間
通常保育 毎週月曜日から金曜日（平日のみ） 午後１時～午後７時

1 日保育
毎月第１・第３・第５土曜日、学校行事の
振替休日、夏休みなど学校の長期休業期間

午前８時～午後７時

※毎月第２・第 4 土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始はお休み

　　【問合せ】　健康福祉課  子育て支援係　　　  電話  0241-62-6170
　　　　　　　舘岩総合支所  町民課  住民係　　電話  0241-78-3325
　　　　　　　伊南総合支所  町民課  住民係　　電話  0241-76-7713
　　　　　　　南郷総合支所  町民課  住民係　　電話  0241-72-2225
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年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

令
和
６
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入
所
児
童
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て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
所
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す

06
  informationinformation

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
児
童
を

専
門
の
支
援
員
が
お
預
か
り
し
、
授
業

終
了
後
か
ら
保
護
者
の
帰
宅
時
間
ま
で
、

友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り
、宿
題
を
し
た
り
、

安
全
に
過
ご
せ
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
へ
入
所
す
る
児
童
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、

期
限
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
入
所
要
件
】

❶
就
労
な
ど
で
、
保
護
者
が
日
中
留
守

　

に
す
る
家
庭
の
児
童
で
あ
る
こ
と

❷
他
の
児
童
と
一
緒
に
、
集
団
生
活
が

　

送
れ
る
こ
と

【
利
用
料
】

　

児
童
１
人
あ
た
り
月
額
５
千
円

【
申
込
方
法
】

　

申
請
書
類
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

お
よ
び
役
場
担
当
窓
口
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
役
場

担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
請
で
き
ま
す
の
で
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
申
請
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

　

１
月
12
日
（
金
）
～
２
月
９
日
（
金
）

【
注
意
事
項
】

　

定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た

と
き
や
入
所
審
査
に
よ
っ
て
は
、
入
所

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

定
員
を
超
え
て
も
な
お
、
入
所
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
「
待
機
者
」
と

な
り
ま
す
。

電子申請は
コチラから
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まちの話題

　12月９、10日の2日間、福島県の文化継承事業として
行われた南郷刺し子展がきとねで開催されました。南
郷刺し子の基本となる絆纏のほかに、アクセサリーや
ポーチ等が展示され、多くの来場がありました。
　10日には、南郷刺し子会と南会津高校南郷校舎の生
徒による協働作品制作の成果発表が行われ、半年かけ
て制作されたタペストリーとブックカバーが披露され
ました。作品を見た人の中には、感嘆の声をあげる方
や作品のすばらしさに涙する方もいました。
　また、会場では刺し子体験も行われ、近隣だけでな
く県外から来られた方もおり、集中力と技術の必要な
作業に試行錯誤しながら取り組む様子が見られました。
　南郷刺し子の袢纏は、晴れ着としての役目もあり、
一針一針に家族への愛情をこめて制作されてきた歴史
があります。今後は、首都圏でのワークショップも予
定されており、一度途絶えてしまった愛が紡いだ地域
の文化が継承されていく様子が今後も見られそうです。

南郷刺し子展～成果発表会＆作品展示会～

い、紡ぐ。伝え受け継ぐ南郷刺し子あ

協働制作したタペストリー

刺し子展の様子
　南会津振興局ホームページにて成果発表や
　　　南郷刺し子会の紹介動画を公開しています▶

　12月17日、御蔵入交流館落成20周年記念事業として
標記舞台公演が開催されました。
　この公演は、プロの指揮者と、演出家、歌手の皆さ
んと一緒に、町民の方々が出演し、小道具 ・大道具や
衣裳まで手作りで作成。衣裳には藍染と南郷刺し子を
取り入れるなど南会津版のオペラhi・カルメンとなり
ました。地域で生活する町民の皆さんの演技や歌声が
会場を包み、盛大な拍手が送られました。

町民手づくり舞台公演オペラ・カルメン

んなで出演　みんなで作る音楽劇み

児童 ・生徒合唱団も活躍し、手作りの衣裳がプロの演技に花を添える

町民合唱団のプロ顔負けの歌唱
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　12月３日、御蔵入交流館落成20周年を記念し、標記
コンサートが開催されました。ベートーヴェン交響曲
第９番は、年末になるとよく耳にする名曲です。10年
前に、本町でも第九を中心としたコンサートをしたい
と、町内合唱団や町に所縁ある音楽家が中心になって
始まりました。当日は、100名近い合唱団とソリストの
皆さんの力強い歌声、オーケストラの皆さんの豊かな
音色がホールいっぱいに響きわたりました。

南会津で第九を歌う４th

会津から響く歓喜の歌南

ソリストの渡部史
ふ み こ

子さん㊧と、堀越俊
としなり

成さん㊨

　11月28日、明治安田生命保険相互会社郡山支社の和
田行

ゆ き お

生市場統括部長、田村貴
た か や

也田島営業所長らが来庁
され、同社の社会貢献活動「私の地元応援募金」として、
より豊かなまちづくりに役立ててほしいと、60万4,500
円を寄付されました。
　目録を受け取った佐藤副町長は、「子育て支援や高
齢者福祉に役立てたい」と述べました。

明治安田生命「私の地元応援募金」

かなまちづくりを応援豊

目録を手渡す田村田島営業所長（左から２番目）

　12月６日、旧檜沢中学校において、低気温や降雪下
でドローンの性能を確認する実証拠点とするための見
学と説明会が開催されました。
　この事業は、福島県が行う最先端の産業を集積して
復興につなげる「福島イノベーション・コースト構想」
の一環として実施され、今後、企業や研究機関による
利活用が期待されます。

ドローンの実証拠点として

然環境と立地条件をいかして自

ドローンの操作方法の説明を受ける地域の方々
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まちの話題

　12月19日、町長による広聴事業「動く町長室」が南
会津中学校にて開催されました。
　当日は、生徒会の皆さんの司会により進行されまし
た。生徒の皆さんからいただいた意見には、町の大自
然や星空など地域資源の活用やＰＲ方法、身近な生活
に根ざした中学生ならではの提言があり、今後の施策
にいかされていくこととなります。

「動く町長室」中学校編

世代の生の声を聴く次

意見交換後の記念撮影

　11月26日、標記事業の実証実験として、横町地区に
「竹筋コンクリート製U字溝」を設置しました。
　竹筋コンクリートとは補強材として鉄筋の代わりに
竹を使うもので、二酸化炭素の排出を抑制するなど環
境にやさしい技術として研究されています。
　当日は竹筋コンクリート協議会を中心に施工協力会
社、日大工学部の学生、町、横町地区の住民を含め、
総勢約70名が積極的に作業に参加しました。

竹筋コンクリート製U字溝の設置事業

筋ならぬ竹筋の実用化に向けて鉄

竹筋コンクリート製U字溝を設置する様子

　標記事業で、未来ビジョン等策定に必要なデータを
収集するとともに、まちなかの魅力向上を図るため、
社会実証実験を実施。石造建築物および日本家屋の活
用を検討するための日本酒や郷土料理を振舞うイベン
トのほか、木の町をＰＲするため木彫りの看板を作る
ワークショップや、行灯の設置などが行われました。
収集したデータは今後の検討資料となります。

官民連携まちなか再生推進事業

会実証実験やワークショップを実施社
田島陣屋に設置された木彫りの看板と行灯（右）

11月22日、石造建築物でのイベント



162024.1 広報みなみあいづ

　12月10日、和太鼓演奏の日本一を決める「太鼓2023
第15回日本一決定戦」が、さいたま市の大宮ソニック
シティ大ホールで開催され、組太鼓ジュニアの部で會
津田島太鼓「鼓

こ こ

狐」が３位に輝きました。
　指導部の渡部麻

ま い

衣さん（後原）は「それぞれが目標を
定め、それを本番で発揮できました。また、次の目標
に向けてまい進していきます。」と話します。

第15回  太鼓祭2023日本一決定戦

のあった鮮やかな演奏を披露息

鮮やかな演奏を響かせた「鼓狐」の皆さん

　12月６日、令和５年度最高裁判所長官表彰を受章さ
れました馬場清

せ い き

紀さん（後原）が受賞報告のために田島
調停協会長の室井豊

とよいち

一さん（水無）と来庁されました。
　馬場さんは、平成14年から令和４年までの20年間の
長きにわたり、田島簡易裁判所において、民事家事調
停委員として、地域の紛争解決のために尽力。この度、
長年のご功労が認められ、晴れの受賞となりました。

令和５年度最高裁判所長官表彰を受賞

停制度の発展に尽力調

左から、室井さん、馬場さん

　11月25日、只見町町民町下体育館で標記大会が開催
され、郡内から５チームの参加がありました。
　冬の寒さが際立つ会場では、選手や監督、応援の声
が響き、好プレー好ゲームが生まれました。
　優　勝：田島バレーボールスポーツ少年団
　準優勝：只見バレーボールクラブ
　第３位：荒海スポーツ少年団

第29回県スポ少南会津支部バレーボール大会

だしボールをつなぐ声

優勝に輝いた田島バレーボールスポーツ少年団の皆さん

　なかあらい大地を育む会活動組織は、農地 ・農業用水等の資源
や農村環境の保全と、地区の豊かな村づくりに積極的に取り組む
ことを目的に設立。これまで遊休農地の活用事業や、里山林整備
事業、ＮＰＯ法人や ・大学生との連携を通して、地区の活性化に
寄与されました。このたび、設立10周年を迎え、その事業と活動
を記録した記念誌を作成。郷土の貴重な文献として次世代へ継承
されます。なお、記念誌は町図書館にて閲覧できます。

なかあらい大地を育む会活動組織記念誌を発刊

周年の記録と誇りを継承する10

作成報告に訪れた代表の渡部雅
まさとし

俊さん㊧
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まちの話題

　11月23日、めでたく100歳を迎えられた渡部カネ子
さん（中荒井）への賀寿贈呈式が、ご自宅で行われま
した。
　日課は、朝新聞を読むことと、日記をつけることで、
何年か前からは読書を始めたとのこと。長寿の秘訣は、
何があっても前向きに一生懸命働くことだと話すカネ
子さん。これからもお元気でお過ごしください。

渡部カネ子さん百歳を迎える

字に触れ毎日を過ごす活

笑顔で写真撮影に応じるカネ子さん㊥

　11月25日、めでたく100歳を迎えられた長谷川チヨ
ミさん（栗生沢）への賀寿贈呈式が、ご自宅で行われ
ました。
　90歳まで商店を経営していたというチヨミさん。事
前の誕生会では親族が一同に介し、100歳になった喜
びを分かち合った様子でした。これからもお元気でお
過ごしください。

長谷川チヨミさん百歳を迎える

び親族で分かち合う喜

写真撮影に応じるチヨミさん㊧

　12月２、３日、町公共交通対策協議会と会津鉄道㈱
が企画する鉄道利用促進事業「東京探検の旅」に、７組
18名の親子が参加しました。
　初日はお台場の東京ジョイポリスで、様々なアトラ
クションを満喫。２日目は都内屈指の観光名所、浅草
エリアを中心に、思い思いの時間を過ごす親子の笑顔
がありました。

会津・野岩鉄道利用促進事業

道に乗って東京探検を満喫！鉄

お台場で旅の記念に１枚

　12月２日、みぞれが降りしきるなか、町スポーツ少
年団の主催により、日頃の練習や大会で使用している

「びわのかげ運動公園」の清掃活動が行われました。
　当日は、田島地域スポーツ少年団や中学校の部活動
等９団体、総勢140名が参加。１年間の感謝を込めて、
ごみ拾いなどに汗を流しました。今キレイになった運
動公園が、今後も子どもたちの成長を見守ります。

びわのかげ運動公園で奉仕作業

頃の感謝を込めて清掃日

チームや年齢の枠を超えて清掃活動を
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まちの話題

　12月５日、南会津地方広域市町村圏組合消防本部が
献血協力継続20年以上の金色有功章を受章後、さらに
10年以上継続して献血へ協力したことに対し、日本赤
十字社より「社長感謝状」が贈呈されました。
　高橋稔

と し お

雄消防長は、「大切に続けてきた地域貢献事業
への気持ちを忘れず、これからも継続していきたい。」
と話しました。

献血協力団体に対する表彰

をつなぐボランティア命

福島県赤十字血液センター会津出張所紺野恭
ゆきひろ

宏所長㊨
より、感謝状を贈呈を受ける高橋消防長㊧

　12月８日、町スポーツ推進委員会と町教育委員会の
主催による、少年少女球技大会（ドッジボール競技）
が田島体育館にて開催されました。田島地域の女子児
童が地区単位で編成したチームで優勝を競い、寒さに
も負けない熱い試合が展開されました。
　優　勝 ：HISAWA女子　　準優勝 ：田島レインボー
　第３位：大永チーム

少年少女球技大会　ドッジボール競技

みな連携でパスをつなぐ巧

優勝した「HISAWA女子」の皆さん

　人権擁護委員の方々は活動の一環として、各小・中
学校にて人権教室を開催しています。
　教室では、人権とは人が幸せに生きる権利であるこ
とを説明しながら、紙芝居を通して、友だちと仲良く
するために大切なことなどを伝えています。
　児童たちは、相手を思いやることや、自分の気持ち
を伝えることなどの重要性を学んでいます。

小・中学校で人権教室を開催

手を思いやる・自分の気持ちを伝える相

講師を務める川島敬
けいしょう

章委員と舟木由
ゆ き こ

紀子委員

　12月19日、南会津町農業委員会は役場本庁舎を訪れ、
渡部町長に「農地利用の最適化の推進に関する意見書」
を手渡しました。
　この意見書は、担い手の農地利用の集積・集団化や、
遊休農地の解消・防止、担い手の育成と新規就農者の
支援などについて、委員会の考えをとりまとめたもの
で、農業者の声を町政へ届けるものです。

町農業委員会が意見書を提出

業者の声を届ける農

意見書を渡部町長へ手渡す委員の方々
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製
材
か
ら
注
文
家
具
等
の
製
作
・
販

売
、
家
づ
く
り
、
木
工
鋼
材
の
開
催
ま

で
手
掛
け
る
㈱
オ
グ
ラ
。
代
表
の
小
椋

さ
ん
は
「
木
地
師
」
の
家
系
で
、
代
々

の
思
い
・
技
術
を
受
け
継
ぎ
、
自
然
を

破
壊
す
る
こ
と
な
く
木
材
販
売
・
住
宅

建
築
を
続
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

　
「
木
を
活
か
し
、
木
の
良
さ
を
伝
え

続
け
る
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、
人

と
木
が
出
会
う
き
っ
か
け
を
作
り
、
豊

か
な
生
活
環
境
を
提
供
し
た
い
と
、
地

域
貢
献
へ
の
思
い
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

Ｑ
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
た
い
こ
と
は
？

　

加
工
を
始
め
て
ま
だ
２
年
目
な
の

で
、
勉
強
を
重
ね
て
い
き
た
い
で
す
。

天
板
だ
け
で
な
く
脚
ま
で
す
べ
て
の
工

程
を
自
分
で
手
掛
け
る
こ
と
、
ベ
ン
チ

な
ど
他
の
家
具
を
作
る
こ
と
な
ど
も
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
ど
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
？

　

木
材
の
お
店
は
高
級
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
、
入
り
づ
ら
い
と
い
う
声
が

多
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
一
歩

お
店
に
入
る
と
「
素
敵
で
す
ね
」
と
い

家具製作担当
　宮本 拓

ひろあき

明  さん

vol.03

森
も り

林の声
を聴く

木
の町

みなみあいづ

きとね
インスタグラム

はコチラ

きとね
X（旧Twitter）

はコチラ
　【問合せ】
　  農林課  林業振興係  電話  0241-62-6220

　株式会社　オグラ
　所在地：南会津町岩下 93
　設　立：昭和 30 年
　連絡先：0241-78-5039

森で働く人々

KITONE NEWS

従
業
員
の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｑ
林
業
に
携
わ
る
き
っ
か
け
は
？

　

も
と
も
と
も
の
づ
く
り
が
好
き
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
紹
介
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
㈱
オ
グ
ラ
に
入
社

し
ま
し
た
。

Ｑ
普
段
の
お
仕
事
の
内
容
は
？

　

主
に
木
材
を
加
工
し
て
、
テ
ー
ブ
ル

や
住
宅
の
窓
枠
等
を
作
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

木
材
は
同
じ
も
の
が
ふ
た
つ
と
な

く
、
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
家
具
に
な

る
た
め
、
加
工
に
と
て
も
気
を
遣
い
ま

す
。
長
さ
や
幅
な
ど
、
少
し
間
違
え
た

ら
同
じ
も
の
は
二
度
と
生
み
出
せ
な
い

の
で
、何
度
も
何
度
も
確
認
し
な
が
ら
、

そ
し
て
、
購
入
し
て
く
れ
る
方
を
思
い

な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
大
変
な
こ
と
は
？

　

夏
場
と
違
い
、
冬
場
は
仕
上
げ
に
塗

る
オ
イ
ル
が
乾
き
に
く
い
た
め
、
納
品

が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

木
は
生
き
物
な
の
で
、
扱
い
に
く
い
こ

と
が
大
変
で
す
。

Ｑ
や
り
が
い
は
？

　

出
来
上
が
っ
た
天
板
が
店
頭
に
並

び
、
お
客
様
に
見
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
自
分

が
手
掛
け
た
も
の
を
納
品
す
る
瞬
間
は

特
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

う
言
葉
を
た
く
さ
ん
か
け
て
い
た
だ
け

る
の
で
、
天
板
が
ど
こ
に
で
も
目
に
付

く
よ
う
な
、
木
材
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
木
目
調
の
プ
リ
ン
ト
で
は
わ
か

ら
な
い
木
の
良
さ
、
あ
た
た
か
さ
、
や

さ
し
さ
な
ど
を
、
実
際
に
見
て
、
触
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

１月27日 一十八日森の香りワークショップ

電　話 050-1807-3591問合せ （株）一十八日

時　間 午前10時～正午 参加費 無料

　南会津の森から生まれた香りを使って、バレンタ
インにぴったりのアロマスプレーをつくります。お
子さまから大人まで誰でも楽しめるワークショップ
です。(所要時間：20分程度)
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 くらしの
 　 情報

　高野で冬の遊びを楽しみませんか。
　道路が閉鎖される高野の林道や周
辺の森の中で、大人も子どもも楽し
める雪まつりを開催します。
　日本最大級の雪の滑り台や、森の
案内人と雪の野山をカンジキを履い
てカンジキウォーク、雪だる ・雪像
づくり、広大な平原でのファットバ
イク体験などができます。そして、
夜にはイルミネーションが楽しめま
す。また、温かい甘酒のサービスも
ありますので、皆さんのご参加をお
待ちしています。
　参加は事前予約制となりますので
ホームページよりお申込みください。

開催日時　２月17日（土）、18日（日）
　　　　　午前10時～午後３時
※イルミネーションは、２月15日から
　17日の午後５時半から午後７時
募集人員　各日70名（事前予約制）
参加費用（町民の方）
　大人500円、小中学生300円
申込締切　２月14日（水）まで　
　　　　　定員に達し次第締切り
申込み ・問合せ
　ホームページよりお申込み、お問
い合わせください。
主　　催　高野の雪まつり実行委員会

南会津　高野の雪まつり2024

ホームページ
はコチラ

　健康寿命を延ばすために、介護予
防を心がけた生活を続けることが大
切です。
　介護予防のポイントとなる体操や、
口腔機能を向上する取り組み、認知
症予防の講話など、生活の中で気を
付けるポイントについて体験し学ぶ
機会となる教室を開催します。

【田島地域】
日　程　第１回　１月26日（金）
　　　　第２回　２月22日（木）
　　　　第３回　３月18日（月）
会　場　役場本庁舎　３階大会議室
問合せ　健康福祉課　介護保険係
電　話　0241-62-5050

【西部地域】
日　程　第１回　１月30日（火）
　　　　第２回　２月20日（火）
　　　　第３回　３月12日（火）
会　場　伊南会館　２階和室
問合せ　南郷総合支所　町民課
電　話　0241-72-2111

時　間　各回ともに午後１時30分～
　　　　午後３時
締　切　１月23日（火）まで

さすけねえ体操教室を
開催します

　ＮＨＫ福島放送局 ・福島民報社 ・
福島民友新聞社・福島県写真連盟に
よる標記写真展を開催します。
　東日本大震災および原発事故によ
り被災した福島県の人々を勇気づけ、
心を和ませることを目的とし、福島
県内各地の美しい桜や豊かな自然を
題材とした作品を通して、復興に向
けて歩む福島の今をお届けします。

期　間　１月19日（金）～１月30日（火）
時　間　午前８時30分～午後５時
会　場　御蔵入交流館

第12回ＮＨＫ福島の桜フォト
コンテスト　写真展の開催

　入学を考える方や、会津地域で就
職を希望している方を対象に個別の
進路相談会を開催します。
　事前申請は不要ですので、気軽に
ご参加ください。

日　時　１回目 ：１月14日（日）
　　　　２回目 ：２月25日（日）
　　　　午前９時30分～正午
対　象　高校生と保護者、会津地域
　　　　で就職を考える若年者の方
場　所　喜多方市塩川町御殿場４丁目
　　　　16番地
問合せ　県立テクノアカデミー会津
電　話　0241-27-3221

県立テクノアカデミー会津
個別進路相談会

ホームページ
はコチラ

　二十歳のつどい（成人式）は、毎年
８月15日の開催としていますが、令
和６年度については、会場となる御
蔵入交流館の空調設備改修工事のた
め、夏季期間の空調が使用できなく
なることから、開催日を令和６年11
月３日（日・祝）に変更して開催しま
す。対象となる方への式典のご案内
および出欠確認につきましては、改
めて通知をお送りします。

対象者
　平成16年４月２日～平成17年４月
１日に生まれた方で、町に住所を有
する方、または町立中学校に在籍し
ていた方。
問合せ　教育委員会  生涯学習課
電　話　0241-62-5511

令和６年度南会津町
二十歳のつどいの開催について
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　南会津の冬は楽しいことがたくさん！魅力がつまった体験プログラムで新たな
出会いや交流を深め、冬の楽しみを共有しましょう。ぜひご参加ください。

南会津つながり深化事業「みなみあいづ冬コン」の開催

第１回みなみあいづ冬コン
　～雪あそび・アロマ体験編～
日　　時　２月17日（土）
　　　　　午後０時30分～午後６時
集合場所　御蔵入交流館駐車場

（南会津町田島宮本東22）
＜ここがおすすめ＞
●「高野の雪まつり」で大人の雪遊び！
●アロマで心もリラックスしながら
　の交流会

第２回みなみあいづ冬コン
　～鹿革クラフト・郷土料理編～
日　　時　３月２日（土）
　　　　　正午～午後５時30分
集合場所　下郷町役場駐車場

（下郷町大字塩生字大石1000）
＜ここがおすすめ＞
●「会津ジイゴ坂学舎」のレストラン
　でランチ
●レザー（鹿革）クラフト体験
●郷土料理を味わいながらの交流会

定　　員　各回20名（男女各10名）　　参　加　費　男性4,000円、女性２,000円
参加条件　独身、20代～ 40代（男性は会津・南会津地域在住または働いている方）
申込方法　ラジオ福島ホームページ内専用フォームか電話・FAXにより申込　　
　　　　　みください。
問　合　せ　ラジオ福島  営業企画部
電　　話　024-531-4320
Ｆ Ａ Ｘ　024-531-4329

ホームページ
　　　はコチラ▶

　狩猟の世界を体験してみませんか。
　近年深刻化の一途をたどる、ニホン
ジカによる希少植物の食害やイノシシ
による農作物の被害などの対策を進め
るために、狩猟者の確保・育成が課題
となっています。
　そのため、南会津郡内で活動するハ
ンターの体験談のほか、わなの解説や
射撃シミュレーター体験など、「聞いて・
見て・触れる」セミナーを実施します
ので、ぜひご参加ください。

開　催　日　第1回：2月24日（土）
　　　　　第2回：2月25日（日）
　　　　　※各回内容は同じです。
時　　間　午前10時～正午
　　　　　（午前9時45分受付開始）
対　象　者　南会津郡在住の方で、狩
　　　　　猟に興味がある方、狩猟
　　　　　免許取得を目指している方
定　　員　各回先着20名
場　　所　御蔵入交流館
　　　　　多目的ホール
参　加　料　無料
申込方法　
　電話または電子メールにてお願い
します。電子メールの場合は、氏名
 ・居住町村名 ・電話番号を入力の上、
申込み下さい。また、下記メールア
ドレスより受信確認メールをお送り
します。
申込期間　
　１月22日（月）午前8時30分～
　２月22日（木）午後5時15分
申　込　み　福島県南会津地方振興局
　　　　　県民環境部県民環境課
電　　話　0241-62-2061
メ　ー　ル　minamiaizu.kenminkankyou
　　　　　@pref.fukushima.lg.jp

「はじめての狩猟セミナー」
参加者募集

メールでの
お申込みはコチラ

　会津学生寮では、東京近郊の大学
に就学する男子学生を対象に、令和
６年度入寮生を募集します。

応募資格　
　現在会津に居住しているか、保護
　者等が会津出身である、会津に縁
　があること男子学生など詳しくは
　ホームページをご覧ください。
募集人員　15名程度
募集期間　１月10日(水)から
　　　　　２月２日(金)
問　合　せ　公益財団法人会津学生寮
電　　話　0120-65-4192
メ　ー　ル　aizuryo.org@gmail.com

会津学生寮入寮生募集

　冬季間は、雪の影響による樹木の
倒木被害が多くなる傾向にあります。
　電線への倒木や電柱への冠雪など
現場を見かけましたら「電柱番号」を
ご確認のうえ、下記連絡先に直ぐに
ご連絡ください。
　また、ホームページからチャット
機能をご利用いただき、情報提供も
可能ですので、ご協力をよろしくお
願いします。

連絡先　東北電力ネットワーク
　　　　コールセンター
電　話　0120-175-366
　　　　（24時間365日受付)

倒木・断線等を
発見したらご連絡下さい

ホームページ
はコチラ

ホームページ
　　　はコチラ▶
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　「心の健康」を育む教育活動として、たまご役の友
達に「いじわるな（冷たい）言葉」と「あたたかい
言葉」をかけて、その時の気持ちを伝え合う道徳の
授業を行いました。活動を通して、一人ひとりが違っ
ていることや相互尊重することが大切であることに
気付いたり、互いにもっとかかわり合いたいという
気持ちを高めたりすることができました。

11 月 21 日　「たまごのきもち」

お互いを大切にする気持ち

舘岩小学校

　地域の伝統食である「しんごろう」と「くじら汁」
を作りました。卒業生でもある仲川勢

せ い こ

子さんはじめ、
地域の方々に教えていただき、おいしいしんごろう
とくじら汁が完成しました。十念味噌たっぷりの香
ばしいしんごろうと、初めて食べるくじら汁に子ど
もたちは舌鼓。南会津の大切に残していきたい伝統
の味。子どもたちはしっかりと受け継ぎました。

12 月 18 日　郷土料理

地域の方から受けついだ「伝統の味」

荒海小学校

　町内各学校の日常や、児童 ・生徒の表情を紹介
するコーナーです。学校ごとに毎月一つ旬な情報
をお届けします。下記ＱＲコードからも各学校
の情報を発信していますので、ご覧ください。

学び舎学び舎
   スケッチ   スケッチ

町立学校
ポータルサイト

福島県立
南会津高等学校

本校舎

福島県立
南会津高等学校

南郷校舎

　３・４年生は室井榮
え い こ

子先生に、５・６年生は赤松
茂
し げ こ

子先生にお越しいただき、書き初めの練習に取り
組みました。２時間ではありましたが、ポイントを
丁寧に教えていただいたことで、上達することがで
き、満足の表情が多く見られました。教えていただ
いたことを忘れずに、冬休みも頑張って取り組みま
しょう。

12 月　外部講師による書写指導

書き初めに向けて

桧沢小学校
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学び舎スケッチ

　特集でもご紹介しました３年生の歌舞伎公演は、
無事大成功で終わりました。初めての化粧や衣装を
着て、大勢のお客さんの前で緊張した面持ちでした
が、これまで練習した中で一番の出来でした。心を
一つに一生懸命がんばること、田島小学校３年生が
受け継いでいる伝統に誇りを持って取り組むことを
学べた歌舞伎体験となりました。

12 月 10 日　歌舞伎公演

心一つにがんばった歌舞伎公演

田島小学校

　川井先生にお越しいただき、３～６年生が書きぞ
め展に向けて毛筆の練習を行いました。先生に「筆
の運び方」や「書き始めの位置」、「名前の書き方」
などのポイントを教えていただきながら、子どもた
ちは集中して練習していました。
　各学年２時間の中で、一人ひとりに成長が見られ
ました。川井先生、ありがとうございました。

12 月 5、6日　書道教室

毛筆に親しむ会

南郷小学校

　冬の体力づくりとして「なわとび集会」を実施し
ました。種目は、短いなわを使った個人種目と長い
なわの団体種目です。一人ひとり自己記録更新を目
指して真剣に取り組みました。団体種目も全員が心
と声を合わせて跳び続けました。団体種目は今年も
福島県のなわとびコンテストに参加しています。３
学期も記録更新を目指してがんばります。

12 月 15 日　なわとび集会

自己記録更新を目指して

伊南小学校

　桐朋学園短期大学芸術部の学生７名をお招きして
「学校訪問コンサート」を実施。クリスマスにちなん
だ曲など、ピアノに合わせた女声合唱を聴くことが
できました。子どもたちはリズムに合わせて手拍子
をするなど、楽しんでいる様子でした。後には、自
分の感想を全体の場で積極的に発表する子どもたち
が多く、とても素敵な時間を過ごすことができました。

12 月６日　学校訪問コンサート

すてきな歌声に魅了される

田島第二小学校
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　助産師の樋口さん、榊原さんをお招きし、本校３
年生を対象に、生命の誕生や命の大切さについて体
験を交えて講演していただく、「めばえ教室」を実
施しました。生徒にとってとても貴重な時間になり
ました。家族の大切さを改めて実感し、普段言えて
いない感謝の言葉を伝えたいという気持ちになった
と感想をもった生徒が多くいました。

12 月６日　「めばえ教室」

命の大切さ

田島中学校

　町の事業の一環で、天栄村の「ブリティッシュヒ
ルズ」にてネイティブな英語をいっぱい学んできま
した。先生方の話す英語はいつも聞いているものと
は比べものにならないほど早く、始めのうちは聞き
取りにとても苦労している様子でしたが、帰る頃に
はみんな普通に聞き取り、英語で答えることができ
るようになっていました。

12月 14日　ブリティッシュヒルズ研修

英語を楽しく学びました

舘岩中学校

　毎年１学年を対象に、地域の方々を講師にお招きし
て郷土料理教室を開催しています。今回は、「ざくざく」
と「かぼちゃ餅」づくりに挑戦しました。もち粉をこ
ねる工程から１つ１つ丁寧に調理し、最後はみんなで
おいしくいただきました。これからもふるさとの味を
継承していくとともに、ふるさと南会津町への郷土愛
を育んでいきます。

12 月 11 日　郷土料理教室

ふるさと「南会津」を学ぶ

南会津中学校

　荒中の冬の風物詩、校内球技大会が今年も盛大に
開催されました。今年は、全生徒がバレーボールと
バスケットボールの２つの競技に出場し、総得点で
勝敗を決めました。チームを問わず、素晴らしいプ
レーには大きな拍手で称えたり、失敗したときはド
ンマイと声をかけたりする姿に、荒中生の結束力の
高まりを強く感じられる充実した行事となりました。

12 月 15 日　校内球技大会

熱い冬、再び…

荒海中学校
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学び舎スケッチ

　スキー部も待ちに待ったシーズンインとなり、北
海道富良野スキー場と阿寒湖畔スキー場で行われて
いる福島県スポーツ協会強化合宿事業（スキーアル
ペン）に参加しています。南郷校舎３名、本校舎１
名の計４名の生徒が参加し、恵まれた環境のもと毎
日トレーニングに励んでいます。東北・全国大会に
出場し活躍できるようこれからも頑張っていきます。

12 月 20 日　北海道富良野スキー場

いよいよシーズンイン！

南会津高等学校（南郷校舎）

　昨年度から参画する、県教育委員会の「震災と復
興を未来へつむぐ高校生語り部事業」の一環として、
県立博物館の筑波匡

ただすけ

介主任学芸員をゲストティー
チャーに招いての授業を実施しました。生徒たちは、
県立博物館が「震災遺産」を収集する理由について、
班で話し合い、その結果を発表した後、筑波さんの
復興や未来に対する思いを聞き、考えを深めました。

12 月 13 日　第１年次震災学習授業

福島の震災と復興を語り継ぐ決意新たに

南会津高等学校（本校舎）

図書館へ行こう！

【問合せ】   南会津町図書館  電話  0241-62-5522

開館時間 ：午前10時～午後６時
　　本の検索や予約、貸出状況の確認▶

■冬のリサイクル市開催
　下記の日程で今年度３回目となるリサイクル市を開
催します。
　今回は図書のみとなり、主に文庫、児童書（読み物）、
YA（ヤングアダルト）が中心です。
　ぜひご利用ください。

開催期間 ：２月10日（土）10時～
　　　　　２月20日（火）午後６時まで
開催場所 ：御蔵入交流館　
　　　　　図書館入口ガーデンモール通路

■「紫式部の世界」企画展示の開催について
　2024年NHK大河ドラマ「光る君へ」の放送開始に合
わせて、主人公の紫式部に関連した本の展示を行いま
す。
　紫式部にまつわる本、千年の時を超えて、今なおベ
ストセラー作品である「源氏物語」に関する本など、

随時ボリュームアップしていきますので、是非ご覧く
ださい。

展示場所 ：ブラウジングコーナー入口
展示期間 ：１月中旬～

１月 ２月
1 2 3 4 5 6 １ ２ ３

7 8 9 10 11 12 13 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17

21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24

28 29 30 31 25 26 27 28 29

図書館  休館日カレンダー　（■が休館日）
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の
す

す
め

星
空
浴

星空を
好きになった

きっかけ

 vol.9

星
と
の
出
会
い

　
有
賀
伸
一　

今
号
は
、
星
空
ガ
イ
ド
４
名
に
共
通
の

テ
ー
マ
で
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

埼
玉
に
住
ん
で
い
た
小
学
４
年
の

頃
、
ク
ラ
ス
有
志
で
星
を
見
る
と
言
う

の
で
参
加
し
た
。
友
達
の
口
径
５
㎝
の

望
遠
鏡
で
初
め
て
土
星
を
見
た
瞬
間
、

思
わ
ず
「
ち
っ
ち
ゃ
」
と
思
っ
た
。
本

で
見
て
い
た
星
た
ち
と
の
違
い
に
衝
撃

を
受
け
、
大
口
径
へ
の
あ
こ
が
れ
を
抱

く
。
中
学
生
に
な
り
お
年
玉
を
た
め
て

Ｐ
光
学
の
13
㎝
反
射
望
遠
鏡
を
買
う

も
、
貧
弱
な
造
り
に
愕
然
。
そ
の
頃
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
ド
ー
ム
の
あ
る
児

童
館
が
出
来
て
、天
文
ク
ラ
ブ
に
参
加
、

本
物
の
望
遠
鏡
に
出
会
う
。
ま
た
、
友

達
と
天
文
同
好
会
を
結
成
、
自
作
望
遠

鏡
や
写
真
に
挑
戦
す
る
も
成
果
は
今
一

つ
。
そ
れ
よ
り
も
近
所
の
人
に
望
遠
鏡

を
見
せ
て
驚
か
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
、
今
に
至
る
。

一
冊
の
マ
ン
ガ
本
と
の
出
会
い

古
川　
晃　

　

小
学
５
年
の
誕
生
日
に
、
親
か
ら
も

ら
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
「
太
陽
系
の
な

ぞ
」
と
い
う
科
学
マ
ン
ガ
だ
っ
た
。
白

黒
で
今
な
ら
パ
ッ
と
し
な
い
マ
ン
ガ
本

だ
が
、
な
ぜ
か
ツ
ボ
に
は
ま
っ
た
。
暇

が
あ
れ
ば
、
繰
り
返
し
何
百
回
と
な
く

読
ん
だ
。
私
の
人
生
、
こ
の
本
と
の
出

会
い
で
決
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
。
親

に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
中
学
に

入
る
と
、
親
に
泣
い
て
ね
だ
り
安
い
天

体
望
遠
鏡
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
。
し
か

し
こ
れ
は
見
え
に
く
い
。
そ
れ
で
も
初

め
て
見
た
月
と
土
星
の
感
動
は
衝
撃
的

だ
っ
た
。
晴
れ
れ
ば
夜
な
夜
な
望
遠
鏡

を
持
ち
出
し
星
を
眺
め
た
。
高
校
で
は

も
っ
と
大
き
な
望
遠
鏡
が
欲
し
く
な

り
、
お
金
が
な
い
の
で
自
作
し
た
。
近

所
の
製
材
所
か
ら
も
ら
っ
て
き
た
木
で

本
体
を
作
っ
た
の
で
「
木
製
１
号
」
と

名
付
け
た
。
木
製
１
号
の
見
え
味
は
抜

群
で
、ま
す
ま
す
星
に
の
め
り
込
ん
だ
。

そ
し
て
今
に
至
る
。

星
空
と
私

湯
田　
哲　

　

私
が
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
に
も
星
は
輝

い
て
い
た
は
ず
だ
が
、
テ
レ
ビ
に
夢
中

で
星
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
本
町
の

中
で
も
標
高
が
高
い
針
生
地
区
は
、
テ

レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
を
七
ケ
岳
方
向
に
向

け
る
だ
け
で
東
京
タ
ワ
ー
か
ら
の
電
波

を
直
接
受
信
で
き
、
東
京
の
テ
レ
ビ
番

組
を
見
ら
れ
た
。
１
９
６
０
年
代
「
宇

宙
エ
ー
ス
」、「
宇
宙
少
年
ソ
ラ
ン
」、「
宇

宙
家
族
ロ
ビ
ン
ソ
ン
」、「
宇
宙
大
作
戦
」

な
ど
題
名
に
「
宇
宙
」
が
つ
い
た
も
の

ば
か
り
見
て
い
た
せ
い
で
宇
宙
、星
空
、

理
科
が
好
き
に
な
っ
た
気
が
す
る
。
少

し
大
人
に
な
り
自
分
用
の
天
体
望
遠
鏡

や
カ
メ
ラ
で
星
空
や
土
星
、
木
星
な
ど

を
見
た
り
撮
影
し
た
り
す
る
よ
う
に
な

る
と
星
の
楽
し
み
が
少
し
増
え
た
。
で

も
一
番
の
楽
し
み
は
、
道
具
も
使
わ
ず

自
分
の
こ
の
目
で
直
接
、
星
空
を
見
る

こ
と
…
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
想
像
し
な

が
ら
宇
宙
を
旅
す
る
こ
と
だ
。

僕
は
こ
う
し
て
星
好
き
に
な
っ
た

　
三
野
輪　
眞
明　

　

望
遠
鏡
を
覗
い
た
最
も
古
い
記
憶
は
、

60
年
程
前
、
小
学
生
の
時
だ
っ
た
。
地

学
好
き
だ
っ
た
兄
が
借
り
て
き
た
反
射

望
遠
鏡
で
見
た
月
を
、
何
故
か
覚
え
て

い
る
。
中
学
生
に
な
っ
て
科
学
部
で
活

動
。
ピ
ン
ホ
ー
ル
式
の
小
さ
な
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
が
備
品
と
な
り
、
科
学
部
で

投
影
会
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

た
め
に
天
体
や
星
座
に
つ
い
て
勉
強
し

た
こ
と
が
、
契
機
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
望
遠
鏡
を
初
め
て
買
っ
た
の
は

１
９
６
９
年
６
月
。
そ
し
て
翌
月
に
は

ア
ポ
ロ
11
号
の
月
面
着
陸
が
行
わ
れ
た

が
、
当
時
の
天
文
少
年
に
と
っ
て
は
非

常
に
刺
激
的
な
事
だ
っ
た
。
し
か
し
東

京
の
星
空
は
既
に
絶
望
的
な
状
況
だ
っ

た
。
今
は
、
縁
あ
っ
て
当
地
で
星
空
を

見
上
げ
て
い
る
。
少
年
老
い
易
く
学
成

り
難
し
と
思
え
ど
既
に
遅
く
、
か
つ
て

の
天
文
少
年
は
い
つ
の
間
に
か
天
文
ジ

ジ
イ
に
な
っ
て
い
る
。

  ご意見 ・ご要望はコチラまで
　  商工観光課  
　　  電話  0241-62-6200
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健康通信

　【問合せ】
　　健康福祉課  健康増進係
　　　　　電話  0241-62-6180

　

皆
さ
ん
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
て

い
ま
す
か
。
健
診
は
自
分
の
体
の
中
で

起
き
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
大
切
な
機
会
で
す
。

　

本
号
で
は
、
注
目
し
て
欲
し
い
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

保健師
星　佳奈子

メ
タ
ボ
は
体
か
ら
の
危
険
信
号

メ
タ
ボ
は
体
か
ら
の
危
険
信
号

健 康

コ ラ ム

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
に
な
ぜ
注
目
す
る
の
か

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ

タ
ボ
）
と
は
、
内
臓
脂
肪
型
の
肥
満
に

血
圧
、
脂
質
異
常
、
血
糖
の
異
常
が
２

つ
以
上
重
な
り
、
そ
の
異
常
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
将
来
的
に
心
筋
梗
塞

や
脳
梗
塞
な
ど
の
動
脈
硬
化
性
疾
患
を

引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る

状
態
を
い
い
ま
す
。

　

肥
満
は
体
格
指
数
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
を
基

準
に
診
断
さ
れ
る
の
に
対
し
、
メ
タ
ボ

は
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
と
血
圧
、
脂
質
異

常
、
血
糖
を
診
断
基
準
と
し
ま
す
。　

　

メ
タ
ボ
は
単
に
お
腹
周
り
が
太
い
、

太
っ
て
い
る
だ
け
で
は
診
断
さ
れ
な
い

の
で
す
。
肥
満
よ
り
も
メ
タ
ボ
の
ほ
う

が
よ
り
動
脈
硬
化
性
疾
患
や
糖
尿
病
の

発
症
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

メタボリックシンドロームの構造

　

健
診
等
で
体
重
、
腹
囲
、
血
圧
、
血

糖
、
脂
質
に
基
準
値
よ
り
も
高
い
項
目

が
あ
り
、
そ
れ
が
複
数
あ
る
状
態
が
長

年
続
い
て
い
く
と
、動
脈
硬
化
が
進
み
、

心
筋
梗
塞
等
の
病
気
を
発
症
す
る
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

基
準
値
を
超
え
て
い
る
項
目
の
数
が

多
い
ほ
ど
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま

す
。　

　

本
町
は
全
国
的
に
み
て
も
心
疾
患
で

命
を
落
と
す
割
合
が
高
い
状
況
に
あ
る

た
め
、
メ
タ
ボ
の
減
少
・
改
善
は
町
の

健
康
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
と
診
断
さ
れ
て
も
自
覚
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
準
値
よ
り
高
い
項

目
は
少
し
の
心
が
け
で
基
準
値
内
に
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

➊
健
診
を
受
け
て
体
の
状
態
を
知
る

➋
異
常
項
目
が
あ
れ
ば
早
期
受
診
治
療

➌
生
活
習
慣
の
見
直
し

　

今
年
１
年
も
元
気
に
健
康
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
生
活
習
慣
に
関
す
る
目
標
も

立
て
て
み
ま
し
ょ
う
。
町
で
は
生
活
習

慣
見
直
し
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

不健康な生活習慣
（不適切な食生活、運動不足、喫煙等）

内臓脂肪の蓄積 （腹囲が男性85cm、女性90cm）

高血圧 脂質異常 高血糖

動脈硬化

◆心疾患 （心筋梗塞、狭心症等）

◆脳卒中 （脳梗塞、脳出血）

◆糖尿病合併症の悪化 （人工透析・失明等）

◆がん　　　◆認知症

改
善
に
向
け
て
で
き
る
こ
と

メタボリックシンドローム
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す

ま

い

る

だ

よ

り

前
向
き
な
発
達
支
援
は
子
ど
も
の
財
産
に

vol.vol.

6262

新
し
い
１
年
が
始
ま
り
、
気
持
ち

や
目
標
を
新
た
に
さ
れ
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
も
、
南
会
津
町
で
子
育
て

に
奮
闘
す
る
ご
家
族
と
一
緒
に
、
一
つ

ひ
と
つ
の
悩
み
や
課
題
を
考
え
て
い
け

る
機
関
で
あ
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
す
ま
い
る
だ
よ
り
」
も
今

年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
60
号
を
超
え
る
子
育
て
コ
ラ
ム

を
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
、
１
月
～
３
月
号
を
通
し
て
、
60
余

り
の
記
事
の
総
括
を
お
届
け
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
月
は
「
子
ど
も
の
発
達

支
援
」
に
つ
い
て
で
す
。

発
達
支
援
と
は
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
得
意
・
不
得
意
や
発
達

の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
困
り
ご
と
の
解

決
や
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
技
を
身
に
付

け
て
い
く
た
め
の
関
わ
り
を
す
る
こ
と

で
す
。
子
ど
も
は
、
自
分
の
思
い
を
こ

と
ば
で
十
分
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
周
り
の
大
人
が
そ
の
子
の
特

性
（
特
徴
や
性
格
）
に
早
く
気
づ
き
、

前
向
き
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
日
々
の

暮
ら
し
の
中
で
お
子
さ
ん
に
対
し
、
育

て
に
く
さ
を
感
じ
て
い
た
り
、
子
ど
も

本
人
が
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
手
始
め
に
「
生
活

の
工
夫
」
を
試
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
寄
り
添
う
人
が
一
番
気

に
な
る
こ
と
は
「
ど
う
し
て
こ

の
子
は
こ
の
よ
う
な
言
動
を
み
せ
る
の

か
」
と
い
う
点
だ
と
思
い
ま
す
。
た
び

重
な
る
か
ん
し
ゃ
く
や
パ
ニ
ッ
ク
、
頑

固
と
思
え
る
ほ
ど
の
融
通
の
き
か
な
さ

や
わ
が
ま
ま
に
見
え
る
ほ
ど
の
強
い
こ

だ
わ
り
を
前
に
、
途
方
に
暮
れ
る
親
御

さ
ん
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

と
き
は
、
そ
の
子
の
思
い
を
想
像
し
、

子
ど
も
自
身
が
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や

つ
ま
づ
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
整
え
る
こ

と
が
「
生
活
の
工
夫
」
で
す
。

最
近
で
は
、
家
庭
で
は
大
人
を
困

ら
せ
集
団
生
活
に
入
る
こ
と
に

強
く
抵
抗
す
る
も
の
の
、
い
ざ
集
団
生

活
に
入
っ
て
し
ま
え
ば
自
分
の
主
張
が

で
き
ず
指
示
に
従
う
た
め
、
一
見
す
る

と
集
団
生
活
で
は
問
題
が
な
い
よ
う
見

え
る
と
い
う
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。

親
御
さ
ん
の
中
に
は
、
子
ど
も
の
言
動

を
相
談
す
る
こ
と
で
「
障
が
い
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
心
配
を
持
つ
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
何

か
し
っ
く
り
こ
な
い
な
」「
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
な
」
と
思
う
と

き
は
、
ご
家
庭
だ
け
で
抱
え
ず
専
門
家

に
相
談
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。「
ど

の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
、
ど
の
よ
う

な
環
境
を
整
え
る
と
生
活
し
や
す
く
な

る
か
」
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
前
向
き

に
支
援
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が
「
自

分
を
受
け
容
れ
て
も
ら
え
て
い
る
」
と

実
感
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

の
実
感
が
、
大
人
に
な
っ
て
い
く
過
程

で
「
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
」
を
育
て

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
子
育

て
の
不
安
や
疑
問
は
「
え
が
お
」

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い

【
こ
と
ば
に
つ
い
て
】

●
使
え
る
こ
と
ば
の
数
が
少
な
い
。

●
言
い
た
い
こ
と
を
伝
え
ら
れ
な
い
。

●
発
音
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

【
運
動
に
つ
い
て
】

●
手
先
の
不
器
用
さ
が
あ
る
。

●
転
び
や
す
い
。

【
生
活
習
慣
に
つ
い
て
】

●
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が
激
し
い
。

●
着
替
え
を
嫌
が
る
。

●
寝
つ
き
が
悪
い
、夜
泣
き
が
激
し
い
。

●
お
む
つ
が
は
ず
せ
な
い
。

●
整
理
整
頓
が
苦
手・な
く
し
物
が
多
い
。

【
行
動
に
つ
い
て
】

●
か
ん
し
ゃ
く
が
激
し
い
。

●
集
中
が
長
続
き
し
な
い
。

●
先
生
の
一
斉
指
示
を
聞
け
な
い
。

【
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
】

●
初
め
て
の
人
や
場
面
が
苦
手
。

●
集
団
行
動
が
苦
手
。

●
ル
ー
ル
が
守
れ
な
い
。

●
友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
。

●
乱
暴
な
動
き
や
言
葉
が
多
い
。

【
学
習
に
つ
い
て
】

●
音
読
が
苦
手
。

●
漢
字
、
ひ
ら
が
な
の
書
き
間
違
い
が

　

多
い
。

●
計
算
が
苦
手
。

「
え
が
お
」に
寄
せ
ら
れ
る
主
な
相
談
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健康通信

日　程 病院名 電話番号

1月14日 芳賀医院（下郷町） 0241-67-2128

1月21日 耳鼻咽喉科あべクリニック 0241-62-8733

1月28日 なかやクリニック 0241-73-2036

2月4日 伊南小野木クリニック 0241-76-7780

2月11日 舘岩愛輝診療所 0241-78-8688

2月18日 馬場医院 0241-62-0141

2月25日 きむらクリニック 0241-62-5576

※午前中のみの診察となります。ご注意ください。

  １ ・２月の　　
　　日曜当番医

作り方　

❶ 大根は皮をむいて４㎝長さのせん切りにし、数分水にさらし

　 て水気をきり、水菜は４㎝長さに切る

❷ 大葉は軸を切ってから縦半分に切ってせん切り、ミニトマト

　 は軸を除いて横に半分に切る

❸ 和風ドレッシングの材料を混ぜてドレッシングを作る

❹ フライパンにアマニ油を熱し、しらす干しを加え、こんがり

　 色づいたらキッチンペーパーに取り出す

❺ 大根、水菜、大葉を混ぜて盛り、ミニトマト、コーンを散らし、

　 ちりめんじゃこをのせ、ドレッシングをかけてれば完成

　冬に旬を迎える大根は、冬野菜の代表格ですが、通年

手に入れやすい野菜でもあります。

　水分ばかりで栄養が少ないというイメージも抱かれが

ちですが、ビタミンやミネラルのほか、消化を助ける成

分なども豊富で、栄養補給に役立つ野菜といえます。

　大根とカリカリ　大根とカリカリ

　　　じゃこサラダ　　　じゃこサラダ

栄養価（１人分）

エネルギー　120kcal

たんぱく質　　  9.7ｇ

脂質　　　　　  4.0ｇ

炭水化物　　　11.8ｇ

塩分相当量　　  1.5ｇ

材料（4人分）

大 根　　　　　　240g

玉ねぎ　　　　　　40g

水菜　　　　　　1/4束

大葉　　　　　　　８枚

ミニトマト　　　　８個

コーン缶　　　　　80g

しらす干し　　　　80g

和風ドレッシング

アマニ油　　　大さじ２

酢　　　　　　大さじ４

きび砂糖　　　小さじ２

しょう油　　　大さじ１

栄養士監修コラム 

今月の健康レシピ今月の健康レシピ

 今月の野菜

大根

　 【すまいるだよりに関する問合せ】
　   子育て世代包括支援センター「えがお」
　   （健康福祉課  子育て支援係内）
     　　　　　　　　　   電話  0241-62-6170
　   メールでの相談はコチラ▶
　     egao@minamiaizu.org

■ えがおスタッフからのおすすめ

【おすすめ図書】
　うちの火星人５人全員
　発達障がいの家族を
　守るための " 取扱説明書 "
　著　平岡  禎之

　妻、長女、長男、次女、次男が発達障がい
を持っている家族の日常を四コマ漫画で表現
しています。失敗を明るく乗り越えるための
家族の " 取扱説明書 " を読むことで、読者も
ホッと一息つけるかもしれません。
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文
芸
ご
よ
み

　

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　

畝
三
筋
掘
り
起
こ
さ
れ
し
葱
の
山　
　
　
　
　
　

星　
　

柳
山

　
　
　
　

納
豆
に
葱
添
う
飯
の
白
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　

星　
　

昂
明

　
　
　
　

霜
月
や
第
九
に
挑
む
小
さ
き
町　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
孤
庵

　

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　
　
　
　

あ
り
が
た
し
宅
配
便
の
冬
り
ん
ご　
　
　
　
　
　

馬
場　

忠
子

　
　
　
　

コ
ツ
〳
〵
と
靴
音
固
き
冬
隣
り　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

良

　

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
　
　
　

悠
久
の
頭
上
に
は
る
か
寒
昴　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

里
美

　
　
　
　

愛
犬
と
夫
の
寝
息
や
雪
し
ん
し
ん　
　
　
　
　
　

平
野
恵
美
子

　

鴫
山
短
歌
会
（
令
和
５
年
度
文
化
祭
高
得
点
作
品
）

　
　
　
　

朗
ら
か
に
朗
ら
か
に
な
お
朗
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
き
ゆ
く
母
の
姿
ま
ね
し
て　
　
　

丸
山　

陽
子（
川
島
）

　
　
　
　

山
々
は
色
づ
き
は
じ
む
昭
和
村
か
す
み
草
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
き
わ
だ
ち
見
え
る　
　
　

星　
　

里
美（
東
町
）

　
　
　
　

い
つ
ま
で
も
値
上
り
続
く
ス
ー
パ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　

鮭
の
切
り
身
の
薄
く
な
る
な
る　
　
　

梅
宮
ト
キ
子（
今
生
）

　
　
　
　

思
い
出
の
し
だ
れ
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

独
り
く
ぐ
り
て
涙
再
び　
　
　

皆
川　

茂
子（
下
郷
）

伊勢
道中記

　旅の73日目に当たる４月26
日、一行は午前６時に出立。雨
が降りしきる中、 西国三十三観
音第二十八番札所の成

なりあい

相寺(京都
府宮津市)を参詣、その足で天橋
立(京都府宮津市)の絶景や安寿
姫の墓(京都府舞鶴市)を見物し
ました。この日は雨が降り止む
ことがなく、道がぬかるみやっ
との思いで宿泊地の田辺(舞鶴

市)に到着し、27日は早朝出立。
西国三十三観音第二十九番札所
松尾寺(舞鶴市)を参詣、日本海
に面した高浜(福井県大飯郡高
浜町)目指しました。一行は、
そこから小浜(福井県小浜市)ま
で4里半(約18㎞)の船旅を楽し
みました。
　道中記には、船の中で蟹を食
べたと記されています。この日

は、板屋(小浜市板屋町)に宿泊。
28日は朝から雨降り。若狭鯖街
道を急ぎ、熊川宿(福井県三

み か た

方上
かみ

中
なか

郡若狭町)を通り今津(滋賀県高
島市今津)に着きました。道中記
には、舟に乗って琵琶湖に浮か
ぶ竹生島を目指したが、舟が出
なかったため今津に宿泊したと
記されています。

第 32話第 32話

歴史シリーズ歴史シリーズ 【写真㊧】
　一行が船に乗って
目指そうとした琵琶
湖に浮かぶ竹生島。
夕陽に照らされて、
湖面に浮かびあが
る。
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12月 会議 ・行事名
３ 南会津で第九をうたう４

４ 福島県教育庁・福島県病院局・福島県医師会・
防衛省自衛隊福島地方協力本部・福島地方気象台訪問

５ スキー場合同安全祈願祭／課長会議
６ 南郷地域行政連絡員会議／ドローン実証実験見学会
８ 第４回町議会定例会（初日）

10 南郷刺し子展成果発表会
第11回田島祇園祭屋台歌舞伎特別舞台公演

渡部町長の公務百景 （ № 20 ）
※町長の公務を報告するコーナーです。

今月号の目次

　Ｐ２ ：新年のあいさつ

　Ｐ６ ：田島祇園祭屋台歌舞伎  特別舞台公演

　Ｐ８ ：役場からのお知らせ
　　　　　申告相談　　　　　　　　　　　　　など（６件）

　Ｐ13 ：まちの話題
　　　　　町民手づくり舞台公演カルメン　　　など（20件）

　Ｐ19 ： 木の町みなみあいづ

　Ｐ20 ： くらしの情報
　　　　　高野雪まつり2024   　　　　　　　　など（９件）

　Ｐ22 ：学び舎スケッチ
　　　　　町内各学校の日常をご紹介、図書館へ行こう！

　Ｐ26 ： 星空浴のすすめ

　Ｐ27 ： 健康通信
　　　　　健康コラム、すまいるだより、日曜当番医、
　　　　　健康レシピ
　Ｐ30 ：文芸・戸籍など
　　　　　伊勢道中記、文芸ごよみ、渡部町長の公務百景、
　　　　　戸籍の窓口、今月号の目次、編集後記

　Ｐ32 ：Only One
　　　　　君島さん、今月号の表紙、１月の納税こよみ

◆謹賀新年。今年も広報みなみあいづをよろしくお願いします。
　さて、辰年は陽の気が動いて万物が振動するので、変化があ
　る年や大きく成長する年になると言われているそうです。私
　自身もガラッと変わり、何ごとにも余裕を持って、落ち着い
　て計画的に行動することが私の今年の目標です。あれ、いつ
　かの編集後記にもこんなことをかいたような。
　　ご意見 ・ご要望はコチラまで　　　

総合政策課　馬場貴大　kouhou@minamiaizu.org

編集後記

戸籍の窓口 （11月25日～ 12月21日）
※上記期間の届け出のうち、承諾のあったものを掲載しています。

13 第４回町議会定例会（２日目）
14 第４回町議会定例会（３日目）

15 第４回町議会定例会（４日目）
令和５年度除雪専門員辞令交付式・除雪機械始動式

17 町民手づくり舞台公演「オペラ・カルメン」
19 南会津会理事会／動く町長室
20 南会津地方広域市町村圏組合管理者会・議会臨時会

22 高畑スキー場安全祈願祭
舘岩地域区長会・地域協議会合同意見交換会

24 会津鉄道㈱第155回取締役会
27 南会津建設事務所長・山口土木事務所長来庁
28 仕事納め式／課長会議

「戸籍の窓口」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。
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 電

話
  0241 - 62 - 6210　

／
　

FAX  0241 - 62 - 1288
１

月
号

   №
214

令
和

６
年

１
月

10日
発

行

南会津町の人口

   世帯数　6,336 世帯数　6,336世帯（-8）世帯（-8）    総人口　13,735 総人口　13,735人（-39）人（-39）    男　6,758 男　6,758人（-13）人（-13）    女　6,977 女　6,977人（-26）人（-26）

※ 令和６年１月１日現在（　）内は前月比※ 令和６年１月１日現在（　）内は前月比

   ■ 今月号の表紙

　今年は、辰年ということで
龍に扮した赤ちゃんを撮影さ
せていただきました。
　懸命に立ち上がろうとする
赤ちゃんのように、上向きな
良い風が吹くをことを願って
表紙としました。

ふるさと納税
▼

町公式ＨＰ
▼   ■ １月の納税こよみ

    町県民税  　　　　　（第４期）
    固定資産税 　　　　 （　ー　）
    国民健康保険税　　  （第７期）
    介護保険料 　　　　 （第７期）
    後期高齢者医療保険料  （第６期）
    国民年金保険料 　　 （12月分）

納期限　　　　１月31日（水）
休日納税相談　１月28日（日）
      8:30~12:30（本庁のみ開催）

　

親
子
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
君
島
さ
ん
親
子
。
父
の
正
博

さ
ん
は
、
㈲
ア
ド
バ
ン
ス
君
島
の
代
表
取
締
役

と
し
て
、
息
子
の
健
吾
さ
ん
は
、
会
津
中
央
病

院
が
運
航
す
る
㈲
ジ
ャ
パ
ン
フ
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ

ス
に
所
属
し
、
空
の
仕
事
に
就
い
て
い
ま
す
。

　

正
博
さ
ん
は
、
幼
い
頃
か
ら
空
の
世
界
に
強

い
憧
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、一
度
は
夢
を
諦
め
、

縫
製
会
社
を
起
業
。
し
か
し
、
夢
を
諦
め
き
れ

ず
30
代
で
操
縦
士
の
免
許
を
取
得
。
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
、
地
域
に
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。

　

健
吾
さ
ん
は
、
そ
ん
な
父
の
背
中
を
見
て
育

ち
、
憧
れ
を
抱
く
よ
う
に
。
20
代
で
パ
イ
ロ
ッ

ト
に
な
り
、
現
在
で
は
、
会
津
の
へ
き
地
医
療

に
貢
献
し
た
い
と
、
医
師
や
看
護
師
の
輸
送
・

遭
難
者
の
捜
索
等
の
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
吾
さ
ん
は
釣
り
好
き
が
高
じ
て
、

ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
た
、
全
国
的
に
も
類
を
見

な
い
完
全
自
然
繁
殖
の
管
理
釣
り
場
「
ロ
ス
ト

ル
ア
ー
ズ
」
を
運
営
。
ほ
か
に
も
、
自
身
の

YouTube
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、
町
の
情

報
な
ど
紹
介
す
る
動
画
配
信
も
行
っ
て
お
り
、

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
す
。

　

親
子
で
現
役
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
業
界
で
は

稀
な
こ
と
。
高
度
な
身
体
能
力
を
要
す
る
仕
事

な
た
め
健
康
を
維
持
し
、
で
き
る
限
り
空
を
飛

び
続
け
、
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
語
る
君
島

さ
ん
親
子
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

  君島  正
まさひろ

博  さん 
　　    健

け ん ご

吾  さん (滝原)

　　空と父の背中　　
　　　それぞれの憧れを越えて―
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